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第 6 回香川県臨床工学技士会学術大会開催のご挨拶 
 
 

一般社団法人香川県臨床工学技士会 

会長 小 野 茂 男 

 
 
 第６回香川県臨床工学技士会学術大会にご参加頂きました皆様に、心よりのお礼とともにご挨拶を 

申し上げます。  

 近年、医療の質や安全性の向上及び高度化・複雑化に伴う業務の増大に対応するため、多種多様な 

スタッフが各々の高い専門性を前提とし、目的と情報を共有し、業務を分担するとともに互いに連携・ 

補完しあい、患者の状況に的確に対応した医療を提供する「チーム医療」が様々な医療現場で実践さ 

れています。臨床現場で直接患者さんに対し関わる機会も多くなり、工学的知識だけでなく、解剖生 

理学・薬剤に対する知識の向上も必要とされていることは言うまでもありません。臨床現場では、患 

者さんの状態に応じて複数の診療科、職種にまたがるチームで医療サービスの提供をしていくことが 

一般的となっています。チーム医療の一員として医療の円滑な推進を行う上で我々の役割を考えなけ 

ればなりません。今大会は、特別講演・ランチョンセミナー・ご応募頂きました一般演題 12 題で開 

催させていただきます。特別講演は日本臨床工学技士連盟 理事長 肥田泰幸先生に「公益社団法人 

日本臨床工学技士会と日本臨床工学技士連盟について」、ランチョンセミナーは東北薬科大学病院長 

田林晄一先生に「臨床工学技士のあり方 ～チーム医療への参画～」をご講演いただきます。 

 医療分野の技術は日進月歩であり、様々な情報が手軽に手に入る時代になりましたが、人の治療を 

人が行う以上は、進歩した技術を使いこなせる知識と技量が必要であると考えます。そのためのお手 

伝いとして、臨床工学に従事する全ての方々の勉強の場になれる大会にしたいと思います。 

 この学術大会に後援・協賛いただきました関係各位・各社の皆様に厚くお礼申し上げます。 
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お知らせとお願い 
 
■参加者の皆様へ 

 １．参加受付  9：00 ～ 15：00 

   受付場所  かがわ国際会議場 会場入口 

 ２．参  加  費  2,000 円  （学生：1,000 円） 

   ＊会場ではネームカードに所属・氏名を記入の上、必ず着用して下さい。 

 ３．一般社団法人香川県臨床工学技士会総会について 

   総会が 9：30 から 10：20 まで、開催されますので香川県臨床工学技士会会員はご参加ください。 

 ４．会場での発言は、マイクを使用し所属・氏名を最初に述べて下さい。 

 ５．その他のお問い合わせは、受付へご連絡下さい。 
 
 

■座長の先生方へ 

 １．担当セッションの開始 15 分前までに、次座長席にご着席下さい。 

 ２．演者の講演時間および討論時間は厳守でお願いいたします。 
 
 

■演者の皆様へ 

 １．発表時間は７分、討論時間３分、合計 10 分といたします。 

   時間厳守の程、よろしくお願いいたします。 

 ２．次演者は所定の場所でお待ち下さい。 

 ３．発表ファイルは発表 30 分前までに発表会場のＰＣ受付にて各自確認して下さい。 

 ４．発表中のスライド操作は演台のリモコンをご使用の上ご自身でお願いいたします。 
 
 

■重 要 

 １．事務局にてご用意いたします PC は Windo ws のみです。 

   OS： Windo ws  Po w er  Point  2007  をインストールしております。 

   ※ Po wer  Point  2010  には対応しておりません。 

 ２．自身のパソコン持ち込みは、一般演題での使用は不可とさせていただきます。 

 ３．動画・音声の使用は、禁止とさせていただきます。 

 ４．発表ファイルを４月 14 日（月）までに下記住所まで USB  にてお送りください。 

   当日のスライドの変更は基本的にいたしかねますのでご協力よろしくお願いします。 

          E- mail  アドレス： me @ obayashohp.or.jp 

          〒 761-8024 香川県高松市鬼無町藤井 435-1 

          キナシ大林病院内  一般社団法人香川県臨床工学技士会事務局宛 

 ５．大会当日、バックアップのため、ご自身で USB  メモリーまたは CD-R  にて、必ずお持ちください。 

mailto:アドレス：me@obayashohp.or.jp
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第 6 回香川県臨床工学技士会学術大会・平成 26 年度通常総会プログラム 
 

9：00 ～       受付開始 
 

 

9：30 ～ 10：20    一般社団法人香川県臨床工学技士会通常総会 
 

 

10：30 ～ 11：10 一般演題Ⅰ 座長：小松崇俊（香川大学医学部付属病院） 石川浩太（三豊総合病院） 

No. １ da Vinci の運用と臨床工学技士の関わり 

香川大学医学部附属病院 M E 機器管理センター 

○木村裕紀（キムラ ヒロキ）、山中 優、藤井伸行、白石洋司、田淵陽介、中山智仁、 

 竹内直哉、武内将起、久保 諭、東山智香子、小松崇俊 
 

 

No. ２ 当院の da Vinci 手術と臨床工学技士の関わり 

高松赤十字病院 医療機器管理課 

○土手添勇太（ドテゾエ ユウタ）、森長慎治、光家 努、松本浩伸 
 

 

No. ３ 当院 ME 科の発展のために 

さぬき市民病院 

○東村厚彦（ヒガシムラ アツヒコ）、八木貴之、阿竹良子、石原修司 
 
 

No. ４ ILR と R MS の併用が治療方針を確定させる上で有効であった一例 

香川大学医学部附属病院 M E 機器管理センター 

○白石洋司（シライシ ヨウジ）、山中 優、藤井伸行、木村裕紀、田淵陽介、中山智仁、 

 竹内直哉、武内将起、久保 諭、東山智香子、小松崇俊 
 

 

 11：10 ～ 11：50 一般演題Ⅱ 座長：村上成重（高松医療センター） 西山登司雄（三豊総合病院） 

No. ５ 透析効率におけるＤＤＭ値と計算値との比較検証 

KKR 高松病院 

○岩田康伸（イワタ ヤスノブ）、伊藤弥里、入谷拓也、山崎さおり、山本晃市、 

 広瀬卓哉、塩見 基 
 

 

No. ６ NCV2  の返血バックアップ機能について 

綾川町国民健康保険陶病院 

○杉本美津奈（スギモト ミヅナ）、多田治生、濱田一人 
 
 

No. ７ 当院での人工呼吸器セミナー 

香川大学医学部附属病院 

○中山智仁（ナカヤマ トモヒト）、山中 優、藤井伸行、白石洋司、木村裕紀、 

 田淵陽介、竹内直哉、武内将起、久保 諭、東山智香子、小松崇俊 
 

 

No. ８ NPPV マスクによる潰瘍発生因子の検討 

KKR 高松病院 

○山本晃市（ヤマモト コウイチ）、伊藤弥里、入谷拓也、山崎さおり、広瀬卓哉、 

 岩田康伸、塩見 基 
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 11：50 ～ 12：20   休憩（食事） 
 

 

 12：20 ～ 13：20  サテライトセミナー：司会 医療法人社団 海部医院 小野茂男 

          「今後の臨床工学技士のあり方」～チーム医療への参画～ 

         講師：東北薬科大学病院 病院長 田林晄一先生  
 

 

 13：20 ～ 13：30   休憩   
 

 

 13：30 ～ 15：00  シンポジウム：司会 四国こどもとおとなの医療センター 白川憲之  

                      綾川町国民健康保険陶病院 濱田一人   

          「臨床工学技士の教育について」 

        シンポジスト：香川県立中央病院 小川昴己 

               回生病院     野田知宏 

               キナシ大林病院  中野弘之 

               高松赤十字病院  別府政則 

               三豊総合病院   近藤千裕 
 

 

15：00 ～ 15：40  提言：司会 キナシ大林病院 内海清温 

          「公益社団法人日本臨床工学技士会と臨床工学技士連盟について」 

        講師：日本臨床工学技士会 常任理事 

           日本臨床工学技士連盟 理事長 肥田泰幸先生 
 

 

15：40 ～ 16：20 一般演題Ⅲ 座長：松本浩伸（高松赤十字病院） 糸長 翼（あきやまクリニック） 

No. ９ 視神経脊髄炎に対し単純血漿交換療法を施行した 1 症例 

三豊総合病院 

○西山登司雄（ニシヤマ トシオ）、松本恵子、笹山奈美子、磯崎利恵、福岡和秀、 

 森本尚孝 
 

 

No.10 測定手技におけるＥＴ測定値の比較 

KKR 高松病院 

○山崎さおり（ヤマサキ サオリ）、塩見 基 
 

 

No.11 透析施行中に取り入れた運動療法についての検討 

医療法人社団 海部医院 

○森下未奈子（モリシタ ミナコ）、小野茂男、瀬尾美佳、福原祐佳、伊東愛未、 

 肥野美穂、神野瑞紀 
 

 

No.12 胃癌摘出後縫合不全により敗血症性ショックを起たした患者に対して 

    P M X-D HP 及び CH DF を施行した 1 症例について 

さぬき市民病院 

○八木貴之（ヤギ タカユキ）、東村厚彦、阿竹良子、石原修司 
 

 

 16：20  閉会  


